
ウニウニウニウニのののの腸腸腸腸からからからから抽出抽出抽出抽出したしたしたした糖脂質糖脂質糖脂質糖脂質、、、、SQMGSQMGSQMGSQMGははははヌードマウスヌードマウスヌードマウスヌードマウスにににに移植移植移植移植されたされたされたされたヒトヒトヒトヒト肺癌肺癌肺癌肺癌（（（（腺癌腺癌腺癌腺癌）、）、）、）、口腔癌口腔癌口腔癌口腔癌（（（（扁扁扁扁
平上皮癌平上皮癌平上皮癌平上皮癌））））などになどになどになどに抗腫瘍効果抗腫瘍効果抗腫瘍効果抗腫瘍効果をををを示示示示しししし、、、、さらにさらにさらにさらに、、、、放射線照射放射線照射放射線照射放射線照射によってによってによってによって、、、、そのそのそのその効果効果効果効果がよりがよりがよりがより増強増強増強増強されたされたされたされた。。。。
そのそのそのその作用機序作用機序作用機序作用機序はははは腫瘍血管新生阻害腫瘍血管新生阻害腫瘍血管新生阻害腫瘍血管新生阻害によるとによるとによるとによると推察推察推察推察されているされているされているされている。。。。それをそれをそれをそれを裏付裏付裏付裏付けるようにけるようにけるようにけるように、、、、SQMGSQMGSQMGSQMGがががが
VEGFVEGFVEGFVEGFとととと結合結合結合結合することがすることがすることがすることがSPRSPRSPRSPR上上上上((((BiacoreBiacoreBiacoreBiacore))))でででで明明明明らかとなったらかとなったらかとなったらかとなった。。。。現在現在現在現在、、、、そのそのそのその生体内生体内生体内生体内でのでのでのでの作用機構作用機構作用機構作用機構につにつにつにつ
いていていていて、、、、腫瘍血管新生阻害作用腫瘍血管新生阻害作用腫瘍血管新生阻害作用腫瘍血管新生阻害作用をををを中心中心中心中心にににに解析解析解析解析しているしているしているしている。。。。

（（（（東京理科大東京理科大東京理科大東京理科大；；；；坂口謙吾坂口謙吾坂口謙吾坂口謙吾、、、、菅原二三男菅原二三男菅原二三男菅原二三男、、、、東京医科歯科大東京医科歯科大東京医科歯科大東京医科歯科大；；；；三浦雅彦三浦雅彦三浦雅彦三浦雅彦とのとのとのとの共同研究共同研究共同研究共同研究））））

海洋生物海洋生物海洋生物海洋生物ウニウニウニウニ由来由来由来由来、、、、SQMGSQMGSQMGSQMGのののの抗腫瘍効果抗腫瘍効果抗腫瘍効果抗腫瘍効果のののの解析解析解析解析
ーーーー腫瘍血管新生阻害効果腫瘍血管新生阻害効果腫瘍血管新生阻害効果腫瘍血管新生阻害効果にににに基基基基づくづくづくづく、、、、放射線増感作用放射線増感作用放射線増感作用放射線増感作用のののの解析解析解析解析についてについてについてについてーーーー

（札幌医科大学医学部附属臨海医学研究所 講師 佐原弘益）
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ウニウニウニウニ由来由来由来由来のののの含硫糖脂質含硫糖脂質含硫糖脂質含硫糖脂質
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ヌードマウスに移植されたヒト肺癌細胞株
に対するSQMGSQMGSQMGSQMGの単剤での抗腫瘍効果

細胞毒性そのものは非常に弱い

ＩＣＩＣＩＣＩＣ５０５０５０５０= １０１０１０１０ーーーー４４４４ＭＭＭＭ

しかししかししかししかし

さらにさらにさらにさらに放射線照射放射線照射放射線照射放射線照射をををを併用併用併用併用するとするとするとすると、、、、腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍のののの増殖増殖増殖増殖がががが長期長期長期長期にわたってにわたってにわたってにわたって抑制抑制抑制抑制されるされるされるされる

東京医科歯科大学東京医科歯科大学東京医科歯科大学東京医科歯科大学グループグループグループグループ、、、、三浦雅彦三浦雅彦三浦雅彦三浦雅彦、、、、崎元一平崎元一平崎元一平崎元一平らによるらによるらによるらによる
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放射線併用放射線併用放射線併用放射線併用

SQMG(18:1)SQMG(18:1)SQMG(18:1)SQMG(18:1) 投薬投薬投薬投薬

ヌードマウスに移植されたヒト口腔癌細胞株（扁平上皮癌）
に対する放射線放射線放射線放射線ととととSQMGSQMGSQMGSQMGとの併用における持続的抗腫瘍効果
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血管内皮細胞株による
新生血管阻害

そのそのそのその作用機序作用機序作用機序作用機序はははは？？？？

腫瘍血管腫瘍血管腫瘍血管腫瘍血管
新生阻害効果新生阻害効果新生阻害効果新生阻害効果

今後今後今後今後のののの課題課題課題課題

SQMGSQMGSQMGSQMGととととVEGFVEGFVEGFVEGFとのとのとのとの結合結合結合結合がががが生体内生体内生体内生体内でもでもでもでも起起起起きているのかきているのかきているのかきているのか？？？？ 腫瘍血管新生阻害腫瘍血管新生阻害腫瘍血管新生阻害腫瘍血管新生阻害とのとのとのとの直接的直接的直接的直接的なななな関係関係関係関係？？？？

腫瘍血管新生阻害効果腫瘍血管新生阻害効果腫瘍血管新生阻害効果腫瘍血管新生阻害効果
をををを及及及及ぼすぼすぼすぼすSQMGSQMGSQMGSQMGのののの分子機構分子機構分子機構分子機構はははは？？？？

ＳＰＲＳＰＲＳＰＲＳＰＲ上上上上、、、、SQMG SQMG SQMG SQMG ははははVEGFVEGFVEGFVEGFとととと結合結合結合結合するするするする
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東京理科大東京理科大東京理科大東京理科大グループグループグループグループ（（（（坂口謙吾坂口謙吾坂口謙吾坂口謙吾、、、、菅原二三男菅原二三男菅原二三男菅原二三男、、、、

鷹見美穂子鷹見美穂子鷹見美穂子鷹見美穂子、、、、青木仁子青木仁子青木仁子青木仁子、、、、太田慶祐太田慶祐太田慶祐太田慶祐、、、、他他他他））））

分子相互作用分子相互作用分子相互作用分子相互作用のののの解析解析解析解析からからからから


